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生を対象とした体力テスト結果の資料整理と分析
でありました。豊田所長は昭和53年に病に伏され、
昭和54年10月に志半ばでご逝去されました。体
育研究所の設置から2年半であり、途方にくれた
日々でありました。しかし、その後、歴代所長
（資料参照）並びに学部教員の皆様の協力を得て
40年間の歴史を重ねる事ができました事に対し
て、研究所設置にご尽力戴きました先人の先生方
もお喜びになっておられる事と確信致しておりま
す。
平成4年（1992年）に体育学部が世田谷から多
摩校地（多摩キャンパス）に移転し、平成 13年
（2001年）に当時の大澤英雄学部長（現学校法人
理事長）により念願であった、国士舘大学大学院
スポーツシステム研究科修士課程が設置され、当
初の体育・スポーツに関する学術研究が活発に推
進される様になりました。また、現在では、大学
院救急救命システム研究科も増設され新しい学術
研究分野も構築されております。体育学部も4学
科が設置されて教員数も多くなり、研究分野も多
岐に亘っております。
最近の体育研究所のプロジェクト内容として
は、1. スポーツ文化的研究、2. スポーツ科学的研
究、3. スポーツ身体形態機能的研究及び4. スポー
ツ医学的研究等であり、多くの先生方による研究
チームで実施されており、初代所長の豊田哲学を
継承できているものと思います。
設置半世紀に向けた体育研究所の活動を企業に
例えるならば、体育研究所は製品開発の拠点であ
り、研究成果である製品の評価を学外に求める努
力が更に必要と考えます。さらに、その製品を学
生や社会に還元する事が極めて重要に思われます。
そこで、2020年の東京オリンピック・ パラリ
ンピックに向けた学生アスリートのスポーツ実践
科学に関するプロジェクト研究、高齢者社会に対
応したトレーニングプロジェクト研究、こどもの
スポーツ活動に関するプロジェクト研究及びスポ
ーツの文化的研究プロジェクトの構築等により、
40年前の設置趣旨を永遠に継続できるものと思
います。
皆様方からの更なるご教示、ご批評を賜ります
様宜しくお願い申し上げます。
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